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2 Rp- 2　　　　　　　　家政の学生を対刄とした情報処理教育（マルチメディアを志向）

　　　　　　　　　　　　　　　　　聖徳短大家政　　　横井　仁史

　　　　目的　マルチメディアが今後社会に竃着し進屁すろかどうかは、マルチメディアが家庭

　　　生活の向上に貢献するかどうか、家庭生活のなかでrn度高く利用されるかどうかに大きく

　　　影鸞されろと考えられろ。　その意味で、「マルチメディアを家政のなかてどう使用すろ

　　　かj「どんなシステムを作成するか」を研究する意義は大きいと考えられろ。　そこで、

　　　手始めに学生に対し、コンピュータのシステム設計を教育し> 家政を題材としたコンt' ュ

　　　ータシステム（マルチメディアを志向した）を作成さ**■ることにより、家政におけろマル

　　　チメディアの有効利用を考えろことができるのではないかと考え、学生の教育を行った。

　　　　この発表会で'.i。私が所属する聖徳学園女子短m大学の学生が作成したr家政を題材と

　　　したシステムjの紹介を中心とした発表を行う。

　方法　BASICを使用し、P C 9 8 0 1で２～3名1グループ単位で１システムを作
成させた。

　結果　学生は、マルチメディア（音・映像）を使用したシステム、バーチャル・リアリ

ティく仮想現実感）など私が当初考えていた以上のシステムを作成した。　システム作成

したことにより、学生が自分能力に対し自信をもったのは非常に良かった。　また、それ

だけではなく、家政におけるマルチメディアの有効利用ということに対すろ、問題提起（

学生・家政を専門にしていろ教員に対し）にはなったではないかと思われる。

2 Rp－ 3 環境問題とリユース・リサイクルの意識と行動(第１報)

日本女大人間生活学　　○鎌田浩子　橋本佐由理

＜目的＞自らの生活様式を環境保全に適合する形に切り替えるとともに、環境維持活動に

積極的に参加することが求められている。特に、21世紀を担う世代が、この活動に積極的

に取り組むことが望まれる。そのため、環境保全や消費者としての意識を高め、積極的な

環境維持活動のできる消費者を育てるためのシステムを構築していくことを目的とする。

本研究では、その第一歩として、女子学生のリユース・リサイクルの実態を調査し、リユ

ース・リサイクル活動を推進する上での実態と問題点を明らかにする。

＜方法＞本調査では、本学の学生を対象にして環境問題・リサイクルについての意識・行

動の実態に関する質問紙調査を行なった。対照群として卒業生に対して同一調査を行なっ

た。（期間:1994年10月～12月、方法：機縁法及び郵送法）最終的に得られたサンプル数

は学生226名（有効回収率75.3％)卒業生99名（有効回収率33.5％）であった。

＜結果＞リユース品の所有率はテレビ、冷蔵庫、洗濯機、パソコン・ワープロにおいて他

の生活財と比べ高い傾向が見られたが、その割合としては低く所持者全体の２割にとどま

っている。また、リユース・リサイクル行動を積極的にしている者及び時々している者を

合わせても全体の半数には満たなかった。環境問題、リユース・リサイクルに関する情報

へのアクセスは主に新聞、テレビであるが、リユース・リサイクルへの情報へのアクセス

の特徴として家族や友人といった身近な支援ネットワークがあげられており、これらのシ

ステム化か課題である。
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